
（注）演者, 報告内容などは事前の予告なく変更することがございます。

情報技術を用いたこれからの公衆衛生の在り方について
一緒に議論しましょう！

第８２回 日本公衆衛生学会総会
シンポジウム１８

(国立保健医療科学院 企画シンポジウム)

身の回りに潜む健康リスクと
我が国の安全管理への取組
11月1日（水）  8:30 ～ 9:40  
  第１会場 （つくば国際会議場 Leo Esaki メインホール）

座長： 牛山 明 （国立保健医療科学院 生活環境研究部）

戸次 加奈江（国立保健医療科学院 生活環境研究部）

演者： 室内空気質
金 勲（国立保健医療科学院 生活環境研究部）

電磁波
多氣 昌生（国立研究開発法人 情報通信研究機構 電磁波研究所 電磁波標準研究

 センター 電磁環境研究室、東京都立大学）

玩具の使用による健康被害の防止に向けた我が国の安全管理
戸次 加奈江（国立保健医療科学院 生活環境研究部）

水・環境中の有機フッ素化合物（PFAS）
中山 祥嗣（国立研究開発法人 国立環境研究所 環境リスク・健康領域 エコチ

                           ル調査コアセンター）

趣旨： 環境要因の健康リスクについて、広く公衆衛生従事者と共有す
ることで、科学的に正しい向き合い方とは何かについて考える
場とする予定です。
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